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序

山梨県内における中央自動車道建設に伴う事前発掘は、1966年度の富士吉田

線大月市宮谷遺跡の発掘に始まり、１９８０．８１両年度の西宮線一宮町・勝沼町地

内釈迦堂遺跡の発掘をもって終了いたしました。1982年11月には中央道西宮線

が全線にわたって開通いたしましたことは、なお記！億に新たなところでありま

す。この間、発掘した遺跡数は43、出土遺物は無慮数10万点の多きに達してお

ります。これらにつきましては、当埋蔵文化財センターにおいて総力を挙げて

鋭意整理を加え、完了したものから逐次調査報告書を刊行して参っております。

本年度は東八代郡八代町。境川村地内の石橋条里制遺構。蔵福遺跡・侭の下遺

跡の３遺跡と、一宮町地内の豆塚。東新居の両遺跡とをそれぞれ-冊害ずつに合本

して刊行しようというもので、本書は前者の３遺跡を合冊したものであります。

石橋条里制遺構は３地点で調査され、平安時代中期。後期を中心に、住居吐。

掘立柱建物杜。井戸吐。堀状遺構。条里型地割線等の遺構、土師器・須恵器。

多数の木製品等の遺物が検出され、条里制施行期の集落の状態を推定する資料

等が得られました。次に蔵福遺跡は中世中期から後期にかけての遺跡で、寺院

杜とする伝謂があり、掘立柱建物杜。配石。溝群等の遺構、土師質土器。陶磁

器・仏具等の遺物が発見されました。また侭ノ下遺跡は古墳時代前期の遺跡で、

住居吐・溝・土壌等の遺構が発見され、土猿から木製品、溝からは投棄された

と思われる土師器が出土いたしました。以上３遺跡ともそれぞれに特色をもち、

今後の研究に資する点が少なくないと信じます。

末筆ながら、終始いろいろとお世話いただいた関係機関各位、直接発掘調査

に当たられた皆様方に改めて厚く御礼申し上げます。

1984年３月31日

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



一

１.本書は中央自動車道西宮線建設工事に伴う、石橋条里制遺構第１．第Ⅱ。

第Ⅲ地点、蔵福遺跡、侭ノ下遺跡の調査報告書である。

2．発掘調査は県教育委員会が日本道路公団の委託を受けて実施したものであ

る。

3．発掘調査は、森和敏、土橋久雄が担当し、折井忠義、渡辺礼一、雨宮正樹

が調査員として行った。

4．本書の執筆は森和敏、雨宮正樹、渡辺礼一（侭ノ下遺跡）が分担した。

５．本書の作成、資料整理は榎本勝、宮沢まさみ、竜沢みち子、山本真喜子、

小林たつ子、古屋房子、相沢正子、池谷絹子、古川一也、横小路豊、山口

富士男、小林高広、木之瀬久司、丸山哲也、丸山勉、写真撮影は森和敏、

小島重人、丸山哲也が当った。

６．石橋条里制遺構第１地点、蔵福遺跡、侭ノ下遺跡出土材の樹種の識別鑑定

は、山梨県林業試検場。主任研究員。渡辺利一氏と技師。藤平登留氏に、

種核の識別鑑定は山梨県立女子短期大学教授。理学博士。市川三次氏に依

頼した。記して謝意を表わす次第である。

例凡

１．本書における遺構番号は発掘調査時に付されたものを使用し、資料整理時

に番号を欠番としたものもある。

2．地層図の斜線は未発掘部分である。

３．挿図の遺構平面図、実測図に使用している記号は次のとおりである。

ＳＧＳ－集石列、Ｓ一石、ＳＳＲ一列石、ＳＢ－住居杜及び建物吐、ＳＥ－

井戸状遺構、ＳＲ－道、ＳＤ－溝（水路）、ＳＸ－不明遺構、土一土器、土

器番号、土群一土器群、石一石器、木一木器、Ｐｏ－柱根番号、Ｐ（pit）

－柱穴番号、ＴＰ－トレンチ（試掘）列石実測図の実線は崩れた石、破線

は積み直しを表わす。

４．遺物実測図の（）内番号は遺構平面図の遺物番号である。

例
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Ｉ石橋条里制遺構

序章

石橋条里制遺構は、本県の中央部で甲府盆地東南辺にあり、境川扇状地の扇

央から扇端に広がっている。発掘地点は３ケ所に分かれ、それぞれその性格、

内容は異なっている。

第１地点は境川扇状地の扇央にあって、境川右岸の約150771,の地点、すなわ

ち三柄部落の西端に位置する。検出された遺構や遺物の時期は二時代にわたり

性格、内容は、およそ次のとおりである。まず中。近世のものとして、溝群．

石垣・列石。井戸などがあり、染付･黄瀬戸･天目などが出土した○溝群は細

く浅いもので、その使用目的を明らかにする事は出来なかったが、水田の中に

掘ったものであろうかと推測している。石垣。列石。井戸は屋敷の区域内にあっ

たものかも知れない。次に奈良、平安時代のものとして、掘立柱建物祉群、竪

穴式住居杜群、配石遺構群、集石列、列石、井戸状遺構、土猫、杭列などが検

出された。これらからは日常雑器としての土師器、須恵器や祭杷関係遺物など

が出土した。祭杷遺跡としての1性格が強いと考えられる。また踏鋤をはじめ多

数の木器や29本の柱根などが地下水位が高かったため腐らずに残っていた。こ

れだけ多くの木製品が出土したのは本県では初めてである。

第１地点は第'１地点より北15077zに位置する。したがって地形や影観は同じ

である。ただ地下水位が第１地点より低く１．２ｍくらいで浸透してくる事が異

なる点である。ここからは平安時代後期の遺構と考えられる埋石堀状遺構に囲

まれた中に、住居杜群、配石群、埋石遺構などを検出した◎

第Ⅲ地点は、境川と狐川の複合扇状地の扇端にあって、狐川左岸の約'50ｍ

の位置にある。この地点は従来から言われてきた条里制遺構の中にあったので、

その道路と水田吐の検出に努めた。現在の路面より約40CWZ下に、条里制施行当

時のものと思われる路面を検出し、道路の覆土では、これより現代に至る各時

代の遺物が出土したので、引続いて道路は使用されていたとみられる。道路交

差点では、道路を敷設するために破壊されたと考えられる平安時代後期の竪穴



式住居杜１軒を検出した。

したがって、境川扇状地扇端で、条里制（この正否は別として）が施行され

たのは、１１世紀後半と考えられる。敷術して考えると、甲府盆地にある条里制

遺構と考えられている多くは、この時期に施行された可能性がないだろうか。

水田杜では、現在のものより小さいと思われるものを検出したが、長直し

（耕地の合併や整形をすること）のために破壊されていて、確実なものは得ら

れなかった。



第１図石橋条里制遺構（第１．１１．ＩＩＬ地点)．蔵福遺跡．侭ノ下遺跡位清阿



第２図石橋条里制遺構（第１．１１．１１１．地点)．蔵福遺跡付近図



Ｉ 石橋条里制遺構

１．石橋条里制遺構第１地点

第１章遺跡の位置と環境

第１節位 置

石橋条里制遺構第１地点の所在地は、東八代郡境川村三柄字西川町436番地？442番地のｌと

その周辺にあって、中央道中心杭Ｓ・ＴｏＡ４６５の南と北にある。東経138度37分01秒、北

緯35度36分30秒の位置である。

遺跡から東に三柄と石橋の部落が続いている。南lOOmに境川が西流し、西1,300771,に笛

吹川が南流し、北90077Zに浅川の支流である狐川が西流している。浅川は笛吹川に入り、さ

らに下流で釜無川と合流して、富士川となり太平洋に注いでいる。八ケ岳を北西に、南アル

フ｡スを西に眺望でき、手前に甲府盆地を一望することができる。甲府市までは車で約20分の

位置にある。

なお詳しくは序章を参考にされたい。

第２節環 境

イ、自然環境

甲府盆地東側は、御坂山脈が連なっている。本遺跡は、この山脈から流出する境川扇状地

扇央に存する。

御坂山脈北西麓（盆地側）は、地形が、その中央で二区分される。すなわち、八代町南部か

ら南西に約16伽続く市川大門町まで曽根丘陵があり、境川村北部から北東に約13伽の勝沼町ま

で、浅川、金川、京戸川、日川などによって形成された標式的な扇状地がある（序章第１図。

境川村誌Ｐ３7第７図Ｐ３6第６図参照）。

境川扇状地は、この二区分する境界にあり、境川の名称も、これに拠って発生した地名の

ように思われる。この境川扇状地は標式的な曽根丘陵地形である坊ケ峰と小黒坂部落のある

丘陵との間をぬって流出する境川によって形成された。言い替えれば、境川村と八代町が接

するこの地域には、曽根丘陵の下に、境川、狐川などの小扇状地があるわけである。

遺跡付近の微地形は、勾配は1,000分の31.7（傾斜角1.8度）で北西に低くなっているフ

ラットな場所である。発掘地点付近からこの傾斜角がややゆるやかになっていて、標高は27

3ｍから27577z,の間に入っている。

今はこの付近全体は果樹園が多いが、近年までほとんど水田であった。従って段女畑になっ

－１－



ていて、畑と畑との落差は50叩から１ＷZくらいである。遺構は、中世のものは水田が開かれ

て後に構築されたので、比較的残りは悪く、また奈良．平安時代のものは現地表下ｌ～1.2

7,,位深い層にあったので、比較的残存率は良かったと言えるであろう。

地下水位は非常に高く50～１００叩で浸透してくる。浸透水は、降水後は著しく多いが、３．

４日晴天が続くと際立って少なくなる。湧泉も至る所にあって、発掘区内だけでも４～５ケ

所あり数10ｍ下ると潅概用水路となる。湧泉があると、そこから私設堰が引かれて、公の堰

へと流れ込んでいる。スフ。リングラインは第二地点の北側150ｍから第一地点の西側10077Ｌ

前後の所に弧を描くようにあって、標高は約269771,である。そして、スフ。リングラインを境

に西と北側には条里制遺織があり、この上方は湿地帯と現集落がある。

南に流れる境川は、この付近では40～50”高い天井川となっている。

地質は『境川村誌』自然環境編（境川村編、西宮克彦、昭和53年）から、抜粋、要約する

と次のとおりである(境川村誌P39第９図参照)。

この遺跡に近い４ケ所の深井戸、すなわち石橋（深度130ｍと140ｍ）、三桐（6077z）、

大坪（5077Z）から採取したボーリングコアー資料と、これらの地域で行った電気探査の結果

等で総合判断すると、境川の平地地区は、表土の厚さは約５ｍ前後で有機物を比較的多く含

む砂質泥からなり、その下位約2277Zは、砂喋層は石英閃緑岩や石英安山岩等の巨篠も含まれ

ているが、ほとんど拳大程度の花局岩、花樹閃緑岩、粘板岩、硬質砂岩、チャート・ホルン

フェルス、安山岩等の遠来陳を多く含む砂から成り立っている。

表土並びに最上位の砂喋層は沖積層に、それ以下は洪積層であろうとしている。

この沖積層は、今から約１万年前に始まる最も新しい地質時代に、笛吹川や御坂山系から

流れ出る渓流などが運んで来た粘土や、砂喋を堆積させて造られつつある地層である。また

境川村の平地の発達は悪く、洪水時の浸水区となりやすい低地帯地域であるという。

口、歴史的還境

古墳時代とそれ以後における本県の政治、経済、文化の中心は、甲府盆地東部にあり、そ

の置かれた場所は笛吹川下流域から上流域へと遡った。

中道町下曽根に巨大古墳甲斐銚子塚が古墳時代前期に築かれた後、後期には御坂町下成田

に国造級の被葬者と考えられている巨大な石室をもつ姥塚古墳が築造され、さらにその上流

春日居町には、甲斐国最初の国府が置かれ中心地が移動したといわれる。

中心地が移動したとは言え、この間、境川村には後期古墳が50基以上築造されており、南

西に隣接する中道町にも多くの後期古墳がある。ただ、曽根丘陵地帯では後期古墳時代に比

定される真間、鬼高期の遺物を出土する確かな集落吐は、少ししか知られていない。

その後の奈良・平安時代の遺跡は、上流域の諸扇状地に著しく多く、濃厚になり多種多様

な遺跡が形造られる。これに比べ曽根丘陵地帯では以前のままか、それより減少するよう

である。少なくとも広く濃密になる事はないようである。
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石橋条里制遺構第１地点が所在する境川扇状地でも、平安時代の集落は拡大していくよう

である。

これについて遺物の分布状況を調査して、緊落のあり方等を明らかにした資料はない。一

部を裏付けるものとして以下の事をあげておく。筆者が見たところによると、石橋や三柄

の部落内やその周囲には、広く濃密な国分期の土師器散布地が見受けられる。また石橋条

里制遺構第Ⅲ地点の発掘調査によって明らかになったように、この地点付近では条里制（条

里制関連遺構と考えるのが適切かも知れない）は、平安時代後期の11世紀後半に施行された

ものであろう。水田として開拓されたのは、文献史学によって明らかにされている事象を考

えあわせてもこの頃と考えられ、ひいては、境川村から八代町に広がる一連の条里制遺構は、

一般的にはかなり広い範囲が平安時代後半に開拓されたと考えられる｡.さらに、武田氏の親

族衆に石橋八郎信継があり、『甲斐国志』によると石橋に住んでいたとあって、その活動

期はおおよそ平安時代末期から、鎌倉時代初期にあたるようである。『境川村誌』に掲載

されている絵図（242ページ、元禄１１年、大須賀宣方氏蔵）によると、石橋部落を囲むよ

うに（南部は外れているが）東西60077Z、南北490771,の方形の縄張りと思われるものがある。

中に方形に区画する道が通っており、釣の手や筋違い、二又に分かれる道が見られる。また

字名に大通路、仲町、先座敷、毘沙門、本光寺、万福寺、宮の前、天神、佃等も縄張りの中

や付近にみられる。

以上のような状況を総合して考えると、境川扇状地は、平安時代後期にはかなり広い範囲

に緊落があったと思われる。

本遺跡や石橋条里制遺構第Ⅱ地点から、重なったまま融着した須恵器の破片が４個出土し

た。これらは焼く際に失敗したものと思われる。本遺跡からは、失敗作に類似した須恵器破片

が多量に出土しているので、近くにある登窯で焼かれたものと考えて差しつかえないであろう。

「境川村誌』村の歴史（前掲、上野晴朗）によると、登窯が藤些～在家、牛居沢、小黒坂

立石、大窪にある神社の敷地、手古松の北の台地（山田）、小黒坂の熊野神社境内の五ケ

所を掲げている。この他に三欄の清水信吾氏等が、三桐のお墓（口明塚古墳所在地）で墓穴

を掘った際、斜面で多量の焼土と須恵器破片を発見し、焼土は登窯のような形状をしていた

という。以上のように聞くところによれば、その形状も登窯によく似ているし、その際発見

した、重なって融着した須恵器の失敗作破片も見せて頂いた。また牛居沢の窯跡は筆者も実

見している。1幅50ｍ、深さ40ｍ位の沢にあり、北東に分かれる支谷の北斜面で、真赤な厚

い焼土が幅177z,、長さ約３ｍ，傾斜角30度位ある場所を見ている。ここからは同村誌Ｐ170

第１'図の須恵器破片を小林藤吾氏が採集しているので、やはり窯に間違いないであろう。全

て登窯跡は、曽根丘陵に入り込んでいる谷の斜面を利用して構築されている。原料である陶

土は、牛居沢の場合には窯のある周囲の崖に露出している。

以上、石橋条里制遺構第１，第１、第Ⅲ地点に関係した点を略述した。

－ ３ －
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第２章調査の経過

石橋条里制遺構第１地点の発掘は昭和55年４月２日に開始し、同年11月21日に終了した。

日曜日と祭日を休み、延約８ヶ月間にわたって行なった。

発掘予定面積は約9,80077fであったが、このうち遺構を検出した範囲は約6,300㎡であった。

地区全域に中央道の中心杭を基準として、グリッドを設定した。２０ｍ,×20,,の大グリッド

を作り、この中をさらに5771,×5771,の小グリッドに分割して、その名称を図のとおりに付した。

まず発掘予定地における遺構の分布状況を把握するために、大小グリッドを考慮しながら

数グリッドおきに、千鳥に試掘を行なった。どのグリッドでも、表土の下は黒色土混りの喋層

があり、数ケ所には50即位の大きい転石も見られた。これは境川によって供給された氾濫層

である。これは作業を著しく困難にし、発掘期間が大幅に遅れた原因となった。また結果

的には、この遺跡の表土に散布していた土師器片は、氾濫によって上流から運搬されて来た

ものである事がわかった。

次に主要な遺物と遺構を検出した経過の概略を記す。

発掘区北方の80台グリッドから試掘を始めると同時に、４０台～70台の各グリッドで小試掘

ピットを設定した。

４月１１日に71グリッドの３に幅20ｍ、深さ３～１０叩の小さな数条の溝群を検出し、これを

第一溝状遺構とした。溝の底にはシルト層が少し堆積していて、その中から志野系陶器破片

や土師質土器破片が出土した。続いて４月19日には第二溝状遺構を検出した。溝は第一溝状

遺構よりやや広く深いが、その性格は同じものと考えられる。

６月10日頃までに中世の遺構、ｌ～４号列石、１，２号集石列、１号井戸状遺構や平安時代の

竪穴式住居の１号住居吐などを検出した。６月26日に２号掘立柱建物杜の柱を氾濫層（砂喋層）

の下から検出するに至った。３０日にはこの２号掘立柱建物杜の床面と思われる文化層から、土製

夷玉と土製管玉が出土し氾濫層の下にも遺構が存在することが確認出来た。２号掘立柱建物杜の

北１０ｍの位置で、７月23日に立石をもつ５号配石を国分式土器を伴って氾濫層の下から検出した。

一方８月下旬までに、中世の遺構である列石６．８．９号なども検出し、その後８月３０

日には３号住居吐を一軒だけ検出し、これに続いて６，７号住居杜を検出した。９月から１１

月には、竪穴式住居祉群、掘立柱建物吐群の精査を続け、この終了に近い１１月11日と18日に

３号井戸状遺構及び４号井戸状遺構を検出した。３号井戸状遺構からは踏鋤など多くの木製

品が出土した。

この間、約８ヶ月間は砂喋層と湧水と降雨による水没で発掘は非常に困難をきわめた。

なお発掘調査速報「石橋田圃条里遺跡」（第１地点）を次のとおり発行した。

ＮｂＪ昭和55年５月９日ＮＱ３〃７月９日Ｎａ５〃１２月23日

ＮｂＬ２〃６月１３日ＮＱ４〃９月２日

一０－



第３章層 序

本遺跡付近の地形、地質については、第１章第２節の「自然環境」を参照されたい。

この遺跡では扇状地の扇央といってよい地層が形成されている。基準層序はグリッドの基

準点を連結した線とし、それはその流れの方向に同一のものと、やや直角のものとになった。

なお層序番号はグリッド毎、遺構毎に付けてあるものもあるので、必ずしも統一していな

い。同一番号が同一地層とは限らない。

地層は扇状地の特有な層序で非常に乱れていて、基準層序とするような確かな地層を形成

していない。しかし、大きくは表土（耕作土）、シルト層、隙を包む氾濫層（ローリングし

た土師器、骨片等も含む）、遺構包含屑に分けることが出来る。

第６図に示したように61,62グリッドの中心にあるトレンチは、そのポイント６１グリッド

Ｃ－３から63グリッドＡ－３に至る30ｍの間に設定した。これは１号列石と２号掘立柱建物

杜を貫通している。

ここには表土とその下層（１．２．３層）は図に載っていない。１９．列石は発兇時は二段

積であったが、上部を破壊されたと考えられる。高さは約20～30ｍで61グリッド側が低くなっ

ている。このグリッドには、石垣は破壊されていたのでかかっていないが２号掘立柱建物ill言

の柱穴の一部がかかっており､Ⅶc層Nq2である。Ⅶｃ層はVla層から掘り込まれている｡

Ⅵａ層は拳大から人頭大の石を中心として、大は70ｍから小碓までを多瞳に含む氾濫層で

ある。表土からVIC層の掘込面までの深さは約90ｍ位である。Ｖｌａ層はこのトレンチのほ

ぼ全域に見られる。２号列石は第６図のＷａ屑の上にあり、６２グリッド３－Ａと同３－Ｃ

間では、Ｖ層とⅣ層の間に石垣があったことを示す落ち込みがある。

５２，６２，７２グリッドの中心を通るセクションは52グリッド３－C点から72グリッド３－Ｃ

点までの約40771,である。７２グリッドにある５号配石はＶ層で被覆されていて、この層の下が

生活面である。６２グリッド３－C点の南にある２号掘立柱建物地も、生活面は同じでVl屑上

にある。６２グリッド３－Ｃとｌ－Ｃの間にある１号土塁は低く、その生活面はⅨ屑の下にあ

る。この面には50～20”位の石があり、人の手によって運ばれて来た様子もうかがわれた。

地層では前記の建物との関連・前後関係は掴めなかったので出土遺物の項で述べることにす

る。

これら前述した２号配石、２号掘立柱建物杜の遺構面は同一であり、その下に１号士塁は

あるものと思われ、２号配石、２号掘立柱建物吐のいずれも水平である。この上部に氾濫層

であるⅥ（a）層がある。

５３グリッド１－Ａ点から63グリッド１－A点までの地層図は20沈である。但し表土から第

３層までは省略している。４号住居吐などの掘立柱建物群の上層を横断し、３号井戸状遺構

の横と１号柱から10号柱などの柱穴群を通る。建物群付近ではその生活面となる第25図Ｉ層

－６ －



よりⅡ層上は第５図Ｖｃ層（氾濫層）である。この北東にあるⅥ層の喋層は、建物群付

近では柱根より下にあった。さらに、１号住居吐付近まで南になると上に出て、その掘込面

となっていたと見られた。建物群を建てる以前に低くなっていた所に氾濫で礎が堆積したも

のであると考えられる。３号井戸状遺構付近と柱穴群の地域では地層が著しく乱れている。

この生活面は、掘立柱建物吐群より下層にあり、乱れているために、その生活面を確定出来

なかった。その高低差は約20czmあり、生活面の標高は、４号掘立柱建物杜で273ｍあり、柱

穴群と３号井戸状遺構付近では273.0577Z前後である。

第５図は、５３グリッド１－Ａ点から53グリッドｌ－Ｂ点までである。これは２号掘立柱建

物吐の隅の上層図であるが、建物付近では地層が非常に乱れている。

７１，８１グリッドにある溝群にかかる地層は第80図である。６本の溝を横切る線は71グリッ

ド２－，点から81グリッド２－，点までの20771,である。ここの地層は上からＩ層一表土（水

田耕作土）、Ｉ層一蝶混入腐食土層、Ⅲ層一腐食土層、１V層一際混入腐食土層となっている。

溝は全て約４ｍの厚さのあるⅢ層下部からⅣ層を掘り込んでいる。住居杜群付近との地層の

対比は出来ないが、中世遺物を出土したのでこれより上層であるということは言える。溝の

深さは３～４”であり、その底にはわずかにシルト層の堆積が認められた。これは水の運搬

作用によって堆積したものと考えられる。この線と直交する地層図は、８１グリッドl-C点

から82グリッド１－Ａ点までの1577zである。これは二本の平行している溝を切っていて前述

した状態と同じである。ただ、床面は82グリッド側が約20”高くなっていて、この遺構を性

格づけていると考えられる。

最後に63グリッドと64グリッドにあけた試掘の地層図第８図を説明する。前者は４号集石

列の右側に、後者はその左側に位置する。前者には氾濫層であるⅣ層の下にあった配石の一

部が下層に入っている。この配石は４号集石列と同一生活面上にあり、さらに３号住居杜と

ほぼ同一生活面上にあるといってよい。後者は1V層が氾濫層で著しく陳が多く、大は人頭大

から、極小際に至るまでを含んでいる。

石橋条里制遺構第１地点の地層は、境川扇状地の氾濫原であったため、遺構は藤層の中にあっ

たといって過言ではない。従って地層も極めて見分けにくく、遺構を層序順に確実に時代決

定することは困難であった。

７












































































































































































































































































































































































































































































































































































































